
　　　図　書　名　　／　　論文・筆者 発行年度 西暦 頁数 単価 重量

紀要　創刊号 昭61 1986 21 ¥300 68g

紀要　第2号　 昭62 1987 ― ― ―

紀要　第 3号 昭63 1988 20 ¥300 47g

紀要　第 4号 平１ 1989 28 ¥300 96g

紀要　第5号　 平2 1990 ― ― ―

紀要　第6号　 平3 1991 ― ― ―

紀要　第7号　 平4 1992 ― ― ―

紀要　第 8号 平5 1993 24 ¥400 96g

紀要　第 9号 平6 1994 93 ¥750 260g

紀要　第 10号 平7 1995 ― ― ―

紀要　第 11号 平8 1996 ― ― ―

紀要　第 12号 平9 1997 22 ¥400 125g

　・衣掛山3号墳出土の製塩土器について　川村俊彦

　・新出の高麗仏画・阿弥陀八大菩薩像について　田邊昌平

　・敦賀市岡山遺跡出土の土器

　・敦賀をめぐる国際連絡運輸小史　井上脩

　・新規館蔵資料紹介

　・気比大神と古代習俗－産小屋習俗等と祭神神事に関する一考察－　愛宕速雄

　・敦賀半島西浦地区の産小屋習俗　塩津三治

　・冷泉為恭について（1）　田邊昌平

　・敦賀半島における妊娠・育児関係の習俗　塩津三治

　・明治初期における敦賀の病院の諸相　橋詰久幸

　・新館蔵史料「中山家文書」について　藤井譲治

　・敦賀の鉄道草創期　井上脩

　・寛永14年紀のある二代康継刀とその周辺について　田邊昌平

　・敦賀市中遺跡出土Ｓ字状口縁甕について　宇野康裕

　・冷泉為恭進出の水墨画と落款についての一考察　田邊昌平

　・平成4年度購入資料　　　　　　　　※紀要第8号までは旧博物館名（敦賀市立歴史民俗資料館）で発行

　・西福寺坊院跡出土の資料－清祐院跡出土の4点の陶器を中心として－　川村俊彦

　・敦賀市立歴史民俗資料館事業報告　　　　・平成3年度購入資料

　・金山城跡　中内雅憲

　・初代康継の「康」の字と「葵紋」拝領について　田邊昌平

　・敦賀の詩人白崎禮三のこと　岡崎純

　・敦賀・琵琶湖間駄賃の低落傾向とその影響　橋詰久幸

　・平成6年度敦賀市立博物館購入資料　田邊昌平

　・型の転用と主題－土佐光芳「七福神図」について－　松浦清

　・平成5年度購入資料

　・敦賀学近代史のすすめ－大和田荘七翁と大和田銀行の意味　関谷喬

　・中世城郭の分布構成－疋田地区を中心にして－　中内雅憲

　・資料館の沿革　　　・開館以来の主要記事　　　・特別展概要と出版　　　　・主な館蔵品

　・回顧と展望　愛宕速雄

　・民俗資料の収集について　塩津三治

　・初代橋本長兵衛筆仙人図について　田邊昌平

敦賀市立博物館　紀要　掲載論文等一覧（創刊号～第37号）



紀要　第 13号 平10 1998 34 ¥500 184g

紀要　第14号　 平11 1999 ― ― ―

紀要　第 15号 平12 2000 22 ¥750 164g

紀要　第 16号 平13 2001 27 ¥550 170g

紀要　第 17号 平15 2003 17 ¥800 160g

紀要　第 18号 平16 2004 27 ¥760 180g

紀要　第 19号 平17 2005 44 ¥470 170g

　・誌上ミニ企画展『芭蕉と敦賀の後期蕉風俳諧展』　高早恵美

　・資料紹介『天明歳中聞書』　坂東佳子

紀要　第 20号 平18 2006 11 ¥500 120g

紀要　第 21号 平18 2006 47 ¥400 190g

紀要　第 22号 平19 2007 48 ¥300 193g

紀要　第 23号 平20 2008 54 ¥300 160g

紀要　第 24号 平21 2009 44 ¥300 160g

紀要　第25号 平22 2010 37 ¥300 150g

紀要　第26号 平23 2011 46 ¥300 170g

　・冷泉為恭筆図像二題について　田邊昌平

　・越前敦賀の復権　水野和雄

　・越前朝倉氏の国吉城に対する陣城に関する一考察　中内雅憲

　・資料紹介－狩野探幽筆「朝陽鷹図」考　森田恵理子

　・冷泉為恭筆『将軍塚絵巻』模本ついて　田邊昌平

　・冷泉為恭筆『和歌詠草』ついて　田邊昌平

　・冷泉為恭筆「三祭図」について－住吉本・別本『年中行事絵巻』との関連について　田邊昌平

　・子安観音堂と気比神宮寺について　高早恵美

　・民俗行事報告－刀根区気比神社春祭り－　高早恵美

　・史料目録－永建寺文書（市史編さん後新発見分）－

　・調査報告－敦賀市内絵馬・奉納額調査報告－　森田恵理子

　・資料目録－糸屋善兵衛文書－　坂東佳子

　・概論－博物館三十年－　高早恵美

　・刀根区・気比神社秋祭りの一部内容の変化について　高早恵美

　・資料目録－秦古文書－　坂東佳子

　・調査報告－道口禅源寺の石造遺物－　坂東佳子

　・調査報告－敦賀市指定文化財・永建寺蔵「十八羅漢像」　高早恵美

　・概論－愛発関跡所在地をめぐる諸問題　　川村俊彦

　・資料紹介－京都陶器会社資料にみる内海吉堂　　江澤恵理子　

　・翻刻－明治八年大和田荘兵衛日記　坂東佳子

　・概論－『氣比神宮社記』年中祭祀部に見る氣比社と敦賀の祭り　　高早恵美

　・資料紹介－今村公寵の作品と遺印について　　江澤恵理子　

　・資料目録－岩谷末雄文書　坂東佳子

　・調査概要－大涼神社経塚について　　川村俊彦

　・研究ノート－1930年代初頭における日本海側港湾整備論と敦賀　　井筒康人

　・資料翻刻－明治八年（第3号）大和田荘兵衛日記（翻刻）　坂東佳子

　・資料紹介－刀根区気比神社釈迦堂の仏像　　高早恵美　

　・概説－二代大和田荘七略伝　　川村俊彦

　・概説－旧大和田銀行本店建物の意義について　　高早恵美

　・資料紹介－内海家絵画資料調査～内海家三代・寄贈資料紹介展を中心に　　江澤恵理子　



紀要　第27号 平24 2012 49 ¥350 180g

紀要　第28号 平25 2013 18 ¥300 100g

　・史料紹介－安政東南海地震と敦賀から史料を読む　　外岡慎一郎

紀要　第29号 平26 2014 61 ¥600 200g

紀要　第30号 平27 2015 ― ― ―

紀要　第31号 平28 2016 27 ¥400 120g

紀要　第32号 平29 2017 29 ¥500 150g

紀要　第33号 平30 2018 51 \400 180g

紀要　第34号 平31(令1） 2019 69 ¥600 240g

紀要　第35号 令2 2020 24 ¥350 90g

紀要　第36号 令3 2021 49 ¥500 150g

紀要　第37号 令４ 2022 36 ¥500 100g

○号 　・・・残部なし

　・論考　　　　敦賀における神仏分離と廃仏毀釈：氣比神宮と氣比神宮寺（敦賀学近代史のすすめⅡ）　　　　　関谷喬

　・資料紹介　和歌俳諧貼り交ぜ屏風について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙早恵美

　・資料紹介－内海吉堂筆「綵鳳來儀図」　　加藤敦子

　・大谷吉継の関ヶ原１　関ヶ原への途　　外岡慎一郎

　・資料紹介－郷土の刀剣コレクション「安田コレクション」　　髙早恵美

　・大谷吉継年譜と若干の考察－付関係文書目録（稿）　　外岡慎一郎

　・資料紹介－打它宗貞肖像画について　　坂東佳子

　・随想－敦賀の石造物について2題　　川村俊彦

　・『西福寺文書』二通の「すけつな置文」再会に寄せて　　外岡慎一郎

　・資料紹介－故玉井昭三氏旧蔵　富士屋関係資料　附『芭蕉宿句帳』読み下し　　髙早恵美

　・資料紹介－氣比神宮所蔵日次記　　外岡慎一郎

　・調査報告－館蔵民具の樹種同定調査　　桃井宏和・高橋敦

　・資料紹介－『白烏集』　附)敦賀市立博物館所蔵俳諧資料目録　　高早恵美

　・資料翻刻－明治九年大和田荘兵衛日記　　坂東佳子

・資料紹介　今村公寵筆「松に蔦紅葉図屏風」裏面墨書について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂東佳子
　　　　　　　　今村公寵筆「松に蔦紅葉図屏風」裏面墨書翻刻

・資料紹介　今村公寵筆「松に蔦紅葉図屏風」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤敦子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・資料紹介　西尾市岩瀬文庫所蔵『兎峯遺稿』　　加藤敦子

　・調査報告　館蔵民具の樹種同定調査（２）―工学的解析の視点も加えて―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　元興寺文化財研究所　桃井宏和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社古生態研究所　　　　　　　　　 高橋敦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉大学大学院　　　　　　　　　　　　　　久保光徳

　・武田耕雲斎勢の越前入りと宇和島藩京都周旋方による情勢探索－都築荘蔵「北行日録」を軸として－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人宇和島伊達文化保存会 仙波ひとみ

　・公益財団法人　宇和島伊達文化保存会所蔵「見聞録」【翻刻編】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　宇和島伊達文化保存会 仙波ひとみ

　・資料紹介-『水戸脱士擾亂記』（酒井家文庫蔵）の釈文について　　坂東佳子

　・資料紹介-『水戸脱士擾亂記』釈文　　坂東佳子


